
　

今
年
４
月
、
熊
本
地
方
で
大
き
な
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
月
号
の
特
集

を
参
考
に
、
自
宅
で
も
倒
れ
や
す
い
家

具
が
な
い
か
見
て
み
る
と
、
何
カ
所
か

発
見
。
早
速
、
留
め
金
具
で
対
策
を
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
救
助
用
の
ホ
イ
ッ

ス
ル
を
準
備
し
て
お
く
と
良
い
こ
と
は
、

今
回
初
め
て
知
っ
た
情
報
で
し
た
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
特
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
Ｗ
）
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・―
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さ
く
ら
ま
つ
り
や
加
茂
郷
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
、
４
月
の
イ
ベ
ン
ト
を
全
員

で
協
力
し
て
取
材
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

広
報
担
当
者
の
間
で
「
今
日
、
月
曜
日

っ
て
感
じ
が
し
な
い
…
」
と
い
う
言
葉

が
出
た
４
月
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
ね
。
ま
ず
は
、
優
先
順
位
か
ら
。
遊

び
と
家
庭
…
こ
の
二
択
難
し
い
…（
雨
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　

お
風
呂
の
汚
れ
が
気
に
な
っ
た
の
で
、

週
末
の
午
後
、
１
時
間
か
け
て
掃
除
し

ま
し
た
。
ス
ポ
ン
ジ
や
使
い
古
し
の
歯

ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
っ
て
隅
々
ま
で
き
れ

い
に
す
る
と
、
か
な
り
汗
を
か
き
ま
し

た
。
早
速
、
お
風
呂
に
入
る
と
、
い
つ

も
よ
り
何
倍
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で

す
。
喉
が
渇
い
た
の
で
、
お
風
呂
上
り

に
プ
シ
ュ
。
う
ー
、
最
高
だ
ね
。（
♨
）

今月の表紙
第
56
回
津
山
市
消
防
操
法

訓
練
大
会

４
月
10
日

勝
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

sparkling tsuyama people

日笠 佳絵 さん（上田邑）
ワーク・ライフ・バランスコンサルタント

中小企業や小規模事業者が抱える悩みや
経営相談に無料で応じる「岡山県よろず
支援拠点津山サテライトオフィス」の専
任相談員として、ワーク・ライフ・バラ
ンスによる業務効率の向上を企業などに
勧めるほか、ＩＴ活用アドバイザーとし
ても業務改善や創業支援を行っている。

ワーク・ライフ・バランスコンサルタントになったきっかけは？
　子育てが落ち着いた頃、前職で培った経験を生かせる会社に
再就職しました。次第に仕事に没頭していき、帰宅時間が夜遅
くなる日々が続くようになりました。そしてだんだん家庭がう
まく回らなくなって、心も体も疲れ切ってしまい、ついに退職
してしまいました。
　退職後、新聞で初めて「ワーク・ライフ・バランス（仕事と
生活の調和）」という言葉を目にした時、「わたしがうまくやれ
なかったのはこれだ！」と確信しました。
　「ほかの人には、わたしと同じような経験をしてほしくない。
ワーク・ライフ・バランスの大切さを多くの人に伝えたい」と
いう強い思いで、コンサルタントの養成講座を受講し、資格を
取得しました。

津山の皆さんにメッセージを
　仕事と生活をうまく両立させるためには「自分にとって何が
一番大切かを見極めること」が重要です。優先順位をきちんと
意識することで、行動が変わってくるのではないかと感じてい
ます。
　現在、岡山県よろず支援拠点津山サテライトオフィスで事業
者の方々の経営上のあらゆる悩みや相談を受け付けるとともに、
ワーク・ライフ・バランスのアドバイスも行っています。
　ワーク・ライフ・バランスを良くすることで業務効率も向上
するので、企業の戦略としても有効です。津山の事業者の方々
からお気軽にご相談いただけたらと思っています。創業希望者と打ち合わせをする日笠さん

岡山県よろず支援拠点
津山サテライトオフィス

とき　毎週月曜日午後１時～８時
　　　毎週水曜日午前９時～午後５時
ところ　津山商工会議所（山下）
応 談内容　経営改善、販路拡大、創業支援、
労務雇用など
対象　経営者、事業主、創業希望者など
※奇数月の第２水曜日
　＝作州津山商工会久米支所（南方中）
※偶数月の第２水曜日
　＝作州津山商工会勝北支所（新野東）
 岡山県よろず支援拠点本部（岡山市）
☎086-286-9667
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  〒
708－8501 岡

山
県
津
山
市
山
北
520番

地

広
報
津
山
は
、
環
境
保
護
の
た
め
再

生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
読
み
終
え
た
後
は
リ
サ
イ

ク
ル
（
雑
誌
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

☆
広
報
津
山
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す

https://w
w
w
.city.tsuyam

a.lg.jp/

☆
津山市のフェイスブックはこちらから

https://w
w
w
.facebook.com
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